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　　  　     　科学者の芽育成プログラム 　　平成25年度
　日本科学未来館見学　参加申込書

（ステップ１・ステップ２・ステップ３）←ご所属のステップに○をつけてください。
ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○お名前　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　学校名　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　学年＿＿
○ご自宅住所　
ふりがな
〒＿＿＿＿＿＿　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（電話番号）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
○保護者のe-mail
（アドレス）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
○ご自宅から会場までの経路
　交通手段　　鉄道（電車）　　　バス　　　　自動車　　　　その他
　　　＿＿＿＿＿　→　＿＿＿＿＿　→　＿＿＿＿＿　→　日本科学未来館（東京都江東区青海）

○希望するミッション
[image: image1]
○同行される方　　　　　　　　
	     お名前
	小学生未満（年齢を書いてください）
	18歳以下（学年を書いてください）
	19歳以上


	　
	　　
	　　
	　　

	　
	　　
	　　
	　　

	　
	　　
	　　
	　　

	　
	　　
	　　
	　　


○ミッションの説明　　日本科学未来館の見学は，「ミッション」を実現するため，展示から知識を学び，いろいろな情報を得て，自分なりに考えていただきます。
ミッションA：深海3000ｍで暮らすために

太陽の活動が活発になり，地球の磁場も弱くなって，強い宇宙線が地上に降り注ぐようになり，人類は深海の3000m付近に新しい都市をつくって住むことを決断しました。そのために必要なものや技術は何でしょうか，そこはどんな環境なのでしょうか，解決する方法はあるのでしょうか，その後の社会はどうなるのでしょうか。教えてください。
ポイント　１．どんな環境なのか，何を造るか，どうやって作業をするか？
　　　　　　（例）海水，高圧（300気圧），低温，太陽光が届かない，ロボットや遠隔操作
２．人類が住むために必要なもの
（例）空気とくに酸素，エネルギー，光，食糧，廃棄物，環境を保つ，交通手段，情報伝達，閉所環境の克服
ミッションB　ジャックの豆の木で宇宙に行けるか？

ジャックは豆の木を登って雲の上の巨人の城に行きました。では，この豆の木を使って私たちが上空30 kmの宇宙に行くことはできるのでしょうか。考えてみましょう。
ポイント　１．上空30 kmの宇宙はどんなところか？
　　　　　　（例）気圧，風や雨や雲，温度が低い，太陽光が強い，宇宙からの放射線，オゾンなどの化学物質
　　　　　２．宇宙に行くために何が問題か？
　　　　　　（例）高さ30kmの豆の木を育てる，風が吹いたらどうなる，雲の上を歩くには，酸素をどうする。豆の木に代わるものを考えてみよう。
ミッションC　 2113年9月3日ドラえもんが住む世界はどんなだろうか？
　　　22世紀から来た猫型ロボットで4次元ポケットを持っているドラえもん。その世界に行ってみたいですね。今から100年後の9月3日のドラえもんの故郷の世界や社会はどうなっているかを，目で見るように想像してみてください。
　　　ポイント　１．ドラえもんってどんなロボット？それを造ったのは誰？
　　　　　　　　　　（例）タイムマシーン，2960個の秘密道具とは，「どこでもドア」のワープ，ドラえもんの”親"は？，ロボットに心をどうやって与えた？
　　　　　　　　２．その世界はどうなっているのでしょうか？
　　　　　　　　　　（例）情報ネットワーク，地球の環境，交通手段，教育，社会の仕組み，人類のすがた，未来技術

次の3つのミッションに希望する順位をつけてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　


希望する順位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


「ミッションA　深海3000ｍで暮らすために」 　　　　 　  （　　　　　　）


「ミッションB　“ジャックの豆の木”で宇宙に行けるか？」 （　　　　　　）


「ミッションC  2113年9月3日ドラえもんが住む世界はどんなだろうか？」


（　　　　　　）

















